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２．建物緑化がもたらす効果

緑の効果は気温上昇抑制効果のみならず，建築物

の保護効果や人間の心理に及ぼす効果など様々な方

面にわたっている．

表.１はその効果を一覧にしたものである．それ

ぞれを個別でみると意外と小さな効果のものもある

が，これら全てがバランスよく発揮され，色々な効

果を同時に得ることができるところが緑化の特徴で

あり長所であるといえる．

３．大成建設の建物緑化技術

①屋上緑化技術

１．はじめに

環境問題として近年クローズアップされているも

のに二つの温暖化問題がある．一つは地球規模の温

暖化であり，もう一つは都市の温暖化，いわゆるヒ

ートアイランド現象である．

ヒートアイランド現象とは，気温が郊外に比べ島

状に高くなる現象であるが，大阪市内では過去100

年間の気温が約２.３℃上昇するなど，大都市にお

いて特に顕著に現れているといわれている．緑はそ

の蒸散作用などにより気温の上昇を抑える効果があ

り，建物緑化は都市部における緑地確保の手段とし

て注目され，ヒートアイランド現象を緩和する対策

の一つとして期待されている．
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表.１　建物緑化の効果一覧（参考：国土交通省H.P）

写真.１　大成建設関西支店屋上緑化
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○「プランターネット方式」

プランターネット方式は，プランターにステンレ

スメッシュを固定したユニットを利用する方法で，

植物はツタ性のものを使用しメッシュに絡ませて緑

化する．

背景が葉の間から透けて見えるので，爽やかさや

安らぎ感が演出できる．

○「プランター設置型方式」

ツル性植物を下垂させて緑化する方式である．プ

ランターは意匠性･断熱性に優れており，植物は現

場で植付けて施工する．植物の生長により壁面の変

化を楽しむことが出来る．

③斜面緑化技術

○チューブパック工法

空中に架構された面や既存屋根などのように多大

な荷重負荷をかけられない部位に緑を生育させるこ

とが出来る技術である．急斜面や湾曲した面などの

特殊な場所であっても，崩れ・脱落することなく適

用できるよう，円筒状のチューブパックを利用して

「テプサム」を使った緑化システムシリーズが現

在5種類ある（特許出願中）．「テプサム」とは使用

済み発砲スチロールを骨材に再利用した土壌であ

る．保吸水性に富み，湿潤時でも48kg/m2～

66kg/m2と軽く，厚さは65mm～75mmと薄層であ

る．

また芝の開発も従来から行っており，中でも「み

さと芝」は草丈伸長が遅く，刈込頻度を省力化（２

～３回/年）できるようにした．本システム及び芝

は弊社関西支店屋上にも導入している（写真.１）．

他に芝と選抜育成した多年草を共存させた「粗放管

理型の緑化システム」も開発済みである．

②壁面緑化技術

○「ソッドピートマット方式」

ソッドピートマットは，植物の根や草が堆積して

できた草炭のことで，天然の植栽基盤である．目隠

し壁に最適な上，多種類の植物の生育が可能なため，

草種の違いによる色彩デザインなどを楽しむことが

可能である．

写真.２　ソッドピートマット方式施工事例：日本工業倶
楽部会館･三菱UFJ信託銀行本店（上）永楽小径，(下）
ビル屋上（第３回屋上・壁面・特殊緑化技術コンクール
特別賞受賞）

写真.３　プランターネット方式施工事例：二番町ガーデ
ン（第４回屋上・壁面・特殊緑化技術コンクール国土交
通大臣賞受賞）

写真.４　プランター設置型方式施工事例：事務所ビル外壁
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○最適緑化システム選定技術

地域の特徴や立地条件，施主の要望などにより，

その計画場所にあった緑化システムを選定して提案

している．

４．おわりに

環境対策は多方面でますます進み，各地で様々な

取り組みが行われている．しかしながら，そもそも

何のための対策かを疑問に感じることも増えてき

た．「ヒト」も「他の生物」も快適に暮らし生きら

れてこそ環境保全というべきである．

みどりは生き物にとって快適なものである．みど

りが近くにあって嫌悪感を持つ人は少ない．温暖化

対策としても有望であり，身の回りのごく近くに，

工夫をすればまとまったみどりを得られることは喜

ばしいことである．

本技術を利用して，都市部に新たな緑地を創造し，

今後更に緑豊かな潤いある街が拡大していくことを

願っている．

開発した．

④その他の技術

○折板屋根緑化

工場立地法改正により，2004年３月から工場の建

物緑化面積を緑地として算入することが可能となっ

た．これを受け，工場に多い折板屋根を芝やセダム

にて緑化する技術にも対応している．

写真.５　チューブパック工法施工事例：下北沢成徳高校
（第５回屋上・壁面・特殊緑化技術コンクール環境大臣賞
受賞）

〈トピックス〉

建設現場における緑化への取組み

大成建設は，都市景観の向上，緑化の推進を目指し，建

設現場における仮囲いの緑化を開始しました．

まずはモデル現場として東京・赤坂四丁目薬研坂南地区

再開発作業所をはじめとする３つの現場を選定し，順次実

施する予定です．

仮囲いの緑化においては，事前に最適な緑化方法を検討

し，仮囲いでは初めて砂苔を用いた緑化パネルを取り入れ

るなど，いくつかの緑化パターンを選び，簡易にどの現場

でも緑化に取り組めるようなシステムを準備していきます．


